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「
前
夜

紹
介
文
」

岡
和
田
晃

「S
F
P
ro
l
o
g
u
e
W
a
v
e

」
に
久
々
の
登
場
と
な
る
蔵
原
大
。
そ
の
新
作
「
前
夜
」
は
、
全
五
部
構
成
、

四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
換
算
で
三
〇
〇
枚
に
な
る
大
作
で
あ
る
。

二
〇
一
一
年
に
は
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
が
脱
稿
し
て
い
た
が
、
お
よ
そ
五
年
の
歳
月
を
か
け
て
細
部
を
改

稿
し
、
今
回
の
発
表
と
相
成
っ
た
。
こ
の
贅
沢
な
作
品
を
、
こ
の
た
び
一
挙
公
開
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

「
前
夜
」
は
小
説
で
は
な
く
戯
曲
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
が
、
も
と
も
と
は
ゲ
ー
ム
ブ
ッ
ク
と
し
て

構
想
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。
ト
ラ
ン
ス
ヒ
ュ
ー
マ
ン
時
代
の
歴
史
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
一
本
、
筋

道
を
立
て
た
話
を
作
り
出
そ
う
と
し
た
ら
、
い
つ
の
ま
に
か
戯
曲
の
構
成
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
そ
う

だ
。蔵

原
大
曰
く
、
「
前
夜
」
は
イ
ギ
リ
ス
百
年
の
歴
史
を
描
い
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の

史
劇
『
リ
チ
ャ
ー
ド
二
世
』
、
『
ヘ
ン
リ
ー
四
世
』
、
『
ヘ
ン
リ
ー
五
世
』
、
『
ヘ
ン
リ
ー
六
世
』
と
い
っ

た
史
劇
を
意
識
し
て
い
る
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。

実
際
、「
前
夜
」
で
は
、
歴
史
を
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
表
現
す
る
に
あ
た
っ
て
、
事
実
の
見
え
方
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は
複
数
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と
が
目
論
ま
れ
て
い
る
。
冒
頭
の
部
分
に
「
子
供
向
け
」

の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
本
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
象
徴
で
あ
る
だ
ろ
う
。

ゆ
え
に
本
作
は
、
「
ポ
ス
ト
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
」
と
呼
ば
れ
る
、
事
実
と
嘘
が
混
交
さ
れ
た
現
代
に
こ

そ
、
響
く
作
品
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
事
実
、
設
定
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
は
、
蔵
原
大
が
解
釈
を
膨
ら

ま
せ
た
部
分
が
あ
る
。

そ
し
て
当
然
な
が
ら
、
“
大
破
壊
”
前
の
各
国
の
語
ら
れ
方
に
つ
い
て
も
、
「
事
実
の
見
え
方
は
複

ザ
・
フ
ォ
ー
ル

数
あ
る
こ
と
」
を
表
現
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
艦
隊
戦
の
描
写
も
本
作
の
見
ど
こ
ろ
だ
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
蔵
原
大
の
研
究
分
野
の

一
つ
で
あ
る
戦
略
学
の
知
見
と
創
意
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。

蔵
原
大
は
、
デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー
ム
と
ア
ナ
ロ
グ
ゲ
ー
ム
、
研
究
者
と
実
作
者
の
垣
根
を
超
え
て
議
論
を

交
わ
す
「
ゲ
ー
ム
デ
ザ
イ
ン
討
論
会

公
開
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
運
営
に
長
ら
く
携
わ
る
と
と
も

に
、
書
評
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
「
シ
ミ
ル
ボ
ン
」
に
ゲ
ー
ム
作
家
・
研
究
者
と
し
て
著
名
な
遠
藤
雅
伸
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
寄
稿
。
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
「
ね
と
ら
ぼ
」
に
転
載
さ
れ
、
好
評
を
集

め
た
。
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